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乳児期の母性的態度と母親行動に影響する要因について
On Factors Influencing Maternal Attitudes 
and Maternal Behaviors in Infancy
乳児に対する母親の態度と行動には､様々な要
因が影響している｡たとえは､筆者が以前に､本
紀要で論じたように､出産直後からの長期に及ぶ
母子分離体験､あるいは､出産直後の母子接触体
験が､ある条件下では母親行動に影響することが
知られている (大薮 ,1984;1985)｡また､自発
的に産前教育プログラムに参加した母親には､虐
待や無視といった母親行動の障害が少ないことが
知られているが (Egeland&Vaughn,1981)､乳
児の出産以前から存在する母親のパーソナリティ
特性や過去経験が､出産後の母親行動に影響する
ことも容易に想像できよう｡たとえば､11歳以前
に生じた父親との別離体験､妊娠および妊娠によ
る身体的変化に対する否定的態度､妊娠36週まで
に胎児を一個の人間として認知できないことは､
母親の子どもに対する愛情の開始を遅らせる要因
としてはたらいている(Robson&Kumar,1980)0
また､乳児の性別､出生順位､家族の社会経済階
層､乳児の行動傾向､子どもとの接触経験の多寡､
夫婦関係､母親の教育水準といった要因が､母親
的な感情と行動に影響するとの指摘もみられている
(Leiderman & Seashore,1975;Egeland &
Vaughn,1981;Belsky,1984)o
さて､初めて母親になった女性が､産後の数カ
月の間に一時的な抑欝状態を体験することは珍し
いことではない｡そして､その産後抑欝が､妊娠
中から持続していることもある｡こうした母親の
抑欝状態という情動障害は､いったい母親行動に
いかなる影響をあたえているのであろうか｡そし
て､その結果､子どもたちの精神発達がどのよう
な影響を受けることになるのであろうか｡こうし
た問題を取 り上げる研究が､最近かなり多くみら
れるようになっている｡
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たとえは､妊娠時の気分は産後の気分を予測し
(Feldman&Nash,1984)､ 妊娠中の胎児に対す
る感情は､産後のアタッチメントと密接に関連し
ている(Leirer,1977)ことが知られている｡ 同様
に､最近のFieldらの研究(Field.1984;Fieldet
a1.,1985)でも､妊娠期に抑欝傾向があった母親
は､抑欝傾向のない母親と比較して､産後 3カ月
と5カ月の時点で､否定的な顔の表情が多く､発
声や乳児を見たり触ったりする時間が少ないこと
が見出されている｡また､結婚生活の難しさとか､
子どもを持つことに対するアソビヴァレソトな感
情といった妊娠中の問題を基準に分析された抑欝
女性と非抑蔚女性とを比較すると､産後の母親行
動に違いがあることも指摘されている(Fieldet
a1.,1985)｡そして､Livingood,(1983)は､抑
欝的な母親では､無条件の肯定的関心､pツキソ
グ行動の持続性､乳児を見つめる時間が少ないこ
とを見出している｡
このように母親の押掛傾向が､産後の母親行動
に影響することは多くの研究が明らかにしてきて
いる｡しかし､妊娠中の気分と､産後期の気分と
が母親行動におよはす相対的な影響力の強さにつ
いては､今だに不明なままである｡また､気分以
外の変数との比較も十分になされているとはいえ
ない｡
そこで次に､中流階層以上の家庭の母親の妊娠
中と産後に生じた軽度な抑欝憤向あるいは不快気
分(dysphoria)やその他の変数 (妊娠欲求､子ど
もとの過去経験､身体的健康感､社会的サポート､
乳児の状態)と､母性的態度 (母親としての適切
感､養育に対する感情､乳児に対するアタッチメ
ソト感情)や母親行動 (愛情表現的接触､養育行
動､乳児-の声かけ､乳児を見る､乳児を揺する)
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との関連を検討しているFlemingら(1988)の研究
を見ていきたい｡
[Flemingetal.,(1988)の研究]
対象とされた母親は､英語を話す68名の初産婦
であり､結婚 ･同棲あるいは長期間のprimaryな
性関係を有している｡過去にも現在にも重度の精
神的あるいは産科学的既往はない｡平均年齢は､
28.0歳 (SD-5.3)である｡
母親との面接は､妊娠9カ月､生後 3日 (2日
と4日のときもある)､生後 1カ月､生後 3カ月､
生後16カ月であり､16カ月を除いた各時期に質問
紙が実施されている｡乳児をあやしたり､授乳し
ている母親のビデオ記録は､生後3日､ 1カ月､
3カ月で撮影されている｡
<質問紙の項目>
･背景となる情報
妊娠欲求(desireforpregnancy:3questions
relatingtooveralfeelingsabout
pregnancy,abortion,etc.)
子どもとの過去経験(priorexperiencewith
children:5questionsrelatingto
exprlenCeWithbabies,babysitt-
ing,etc.)
･気分の状態(mood:10itemssuchasanxious,
depressed,moodswings,elated)
･身体的健康感
身体的健康感(physicalfeelings:backache,
headache,cramps,muscleaches,
constipation)
疲労感 (feelingsoftiredness:fatigue,
naps,stayhome,sleepy,energetic)
･社会的サポート
夫やパートナーに対する感情
(reelngstowardhusband/partner
:7items,suchashusbandgetson
nerves,reelclosertohusband)
母親に対する感情(feelingstowardmother
:4items,suchastrytoavoidtime
withmother,mothersourceofsup-
port)
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･乳児の状態
母親による乳児の評定(maternalratingsor
infant: 7 items,Broussard &
Hartner,1970)
･母性的態度
母親としての適切性の感情
(feelingsoradequacyasamother
:9items,slChasalotlearn,never
comrortable,certainwillbeagood
feelmother)
養育に対する感情(feelingsaboutchildcare
orcaretaking:4items,suchas
childcarerepetitiveandboring,
enjoycaretaking)
乳児に対するアタッチメソト感情
(feelingsofattachmenttothebaby
:3items,suchasthinkingor
babymakesmereelgood,talka
lotaboutbaby)
<ビデオによる行動分析項目>
(ビデオ記録の最初の10分間の分析)
母親行動
･愛情表現的接触(affectionatecontact:strok-
1ng,poking,orhlgglnginfants'
headorbody)
･養育行動 (caretaking activities:burping
baby,wlplngitsface,adjusting
theblanket,oradjustingbaby's
position)
･乳児-の声かけ(vocalizetoinfant:talking,
slnglng,OrOtherwisevocalizing
toinfant)
･乳児を見る(visualorientation:looking at
infant)
･乳児を揺する(kinesthetic:rockingorjiggling
inrant)
乳児行動
･泣き声(cry)
･泣き声以外の発声(noncry vocalization:
precry,babble,gurgle)
･粗大な腕と脚の運動(largearmandlegmove-
ment)
<生後16カ月での観察>
家庭における､日常的な遊び場面での乳児と母
親とのイソクラクションが観察｡ビデオは用い
られていない｡観察時間は20分｡15秒間毎に行動
の有無が記録｡
母親行動
･肯定的な声かけ(positive verbal: praise,
･母親のアタッチメント感情
母親の気分とは､無関係であった｡
(2) 母規の妊娠期および産後の抑欝気分と母規行
動との関係
愛情表現的接触にだけ統計的有意差がみられ､
その他の母親行動には有意差がみられなかった｡
なお､乳房授乳の母親だけが分析の対象にされ
approval,laugh,verbal,affection) ている｡
･肯定的な接触(positivecontact:bug,stroke,
pat,kiss,hold)
･教示的 (instructional:help,teach,give/
Showobject)
･否定的な発声(negativeverbal:disapproval/
scold,restrain,punish,command)
･中立的 (neutral: statement, question,
lookat)
･養育行動 (Caretaking: feed,wipe face,
cbangeclothes)
乳児行動
･肯定的 (positive:help,give/Showobject,
physicalaffection,verbalarfec-
tion)
･否定的 (negative:demand,negativever-
bal,cry,whine,fuss,physical
aggression)
･中立的 (neutral:verbalize,requestfor
attention,requestforcaretaking,
requestother,lookatmother,app-
roach)
･しがみつき(clinging)
次に､結果について紹介してみたい｡
(1)母親の妊娠期および産後の抑欝気分と母性的
態度との関係
･母親としての適切感
妊娠期と産後の抑欝気分は､いずれも生後
1カ月と3カ月時における母親としての適切
感を弱めている｡しかし､両者を比較すれば､
産後の気分との関係のほうが強かった｡
･養育に対する感情
妊娠期の気分とは関係が見られなかったが､
産後の抑欝気分は､生後 1カ月でも3カ月で
も養育感情を弱めている｡
･愛情表現的接触(affectionatecontact)
生後3日では､妊娠期でも産後期でも抑欝
群と非抑欝群とで､有意な差はなかった｡こ
の時点では､ 6名の母親に抑欝症状がみられ
ており､うち3名には妊娠期から抑欝症状が
あった｡
生後1カ月では､妊娠期でも産後期でも抑
欝群に分類された母親の愛情表現的接触が有意
に少なかった｡11名の母親に抑欝症状があり､
うち6名には妊娠期から抑欝症状があった｡
生後3カ月では､妊娠期の抑欝群の愛情表
現的接触は有意に少なく､ 3カ月時点での抑
欝群でも愛情表現的接触が少ない傾向がみら
れた｡ 8名の母親に抑欝症状があり､うち5
名には妊娠期から抑欝症状があった｡また､
抑欝群では､生後3カ月までに､乳房授乳か
ら噛乳瓶授乳に移行する母親が有意に多くみ
られている｡
(3) 母子インタラクシ'ヨンの質 :伴起性の分析
上記のように､産後抑欝症の母親では､生後1
カ月と3カ月で､愛情表現的接触が少なかったが､
伴起的応答のパターンにも違いがみられた｡分析
対象は､乳房授乳の母親だけ｡
･生後 1カ月 :非抑欝群の母親は､泣いている
乳児に養育行動を多くとり､発声に対しても
声かけと養育行動で応答することが多い｡特
徴的なことは､乳児の発声の後では､声かけ
や養育行動が多くなることであり､愛情表現
的接触とか乳児を見る行動はそれ以外の時期
で高いレベルで生じていることである｡
一方､抑欝群の母親では､乳児の泣き声や
発声の後での養育行動は多いが､声かけで応
答することは少なかった｡抑欝群の声かけは､
乳児の四肢の運動に対して生じることが多かった｡
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･生後3カ月 :乳房授乳をしている抑欝群の母
親が少ないため､統計的分析は不可能｡非抑
欝群の母親の結果は､ 1カ月時のものと殆ど
同じである｡
(4)母性的態度に影響する抑欝気分以外の要因
･母親としての適切感
過去の子どもとの経験は､妊娠期､ 1カ月､
3カ月時の母親としての適切感を高めた｡産
後の要田では､ 1カ月時において､疲労感が
母親としての適切感を弱めた｡ 3カ月時では､
適切感の強い母親は､取り扱いが難しくない
乳児であると報告している｡
･養育に対する感情
妊娠期における肯定的な養育感情は､子ど
もとの過去経験､夫との良い関係､疲労感や
身体的不快感の少なさと有意な関係があった｡
しかし､こうした産前の要因は､産後の養育
感情とは関係がなかった｡ 1カ月と3カ月時
における肯定的養育感情は､ 1カ月時におけ
る夫との良い関係と関係していた｡また､3
カ月時の肯定的養育感情は､乳児の健康状態
とも関係していた｡
･母親のアタッチメソト感情
妊娠に対してアソビヴァレソトであり､子
どもとの経験が少なかった女性は､ 3カ月時
でのみ､アタッチメソト感情が弱かった｡
産後の要因は､産後のアタッチメント感情
と関係なかった｡
(5) 妊娠期と産後の抑欝気分が16カ月時の母子
インタラクションに及ぼす影響
影響はなかった｡16カ月の時点では､母親の抑
欝気分は測定されていないので､この時点での抑
欝が母親と子どもの行動にあたえる影響について
は不明である｡
以上の結果のうち､いくつかの重要な論点を､
Flemingらの考察にもとづいて､整理していくこ
とにしたい｡
初めに､妊娠期および産後期の抑欝気分あるい
は不快気分が､生後1カ月と3カ月時での ｢母親
としての適切感｣と ｢養育に対する感情｣を低下
させたが､ ｢母親のアタッチメント感情｣ (いず
れも母性的態度と分額されている)とは関係しな
かった点から見ていきたい｡この研究で対象にされ
たような経済的に恵まれた中流階層以上の健康な女
性では､乳児-のアタッチメソトが比較的高く､尚
かつ､そのアタッチメソトレベルの変動が少なく報
告されやすい｡Flemingらは､抑欝気分とアタッ
チメソト感情とに関連性が見出されなかったのは､
そうした社会経済階層の女性を対象としたためで
あり､軽度の抑欝気分ではアタッチメント感情に
違いを生じさせなかったのであろうとみなしてい
る｡逆にいえは､中流階層以下の階層を対象にし
た場合には､母親のアタッチメント感情にも影響
する可能性があると考えられよう｡
同様にして､母親行動についてみると､妊娠期
と産後期の抑欝気分は､ ｢愛情表現的接触｣を低
下させるが､ ｢養育行動｣を低下させることはな
い点が興味深い｡この結果は､母親の抑欝が､認
知的によりコントロールしやすい手段的(instru-
mental)活動を低下させず､母子間の情動的 ･社
会的な関係に悪影響を及ぼすとするLivingoodet
al.,(1983)の観察と一致するとFlemingらはみな
している｡この ｢愛情表現的接触｣は､乳児の頭
や身体を手でなでたり､指先で触ったり､抱きし
める行動であり､いずれもアタッチメソト行動と
これまで分頒されてきたものである｡
すると､母親の抑欝気分は､ ｢赤ちゃんのこと
を考えるのは楽しい｣といった質問項目によって
測定されるアタッチメソト感情には影響しないが､
愛情表現的接触行動 (アタッチメソト行動)は低
下させたことになる｡したがって､ Fleming ら
のアタッチメソト感情と､従来から用いられてい
るアタッチメソト行動とは必ずしも同一のもので
はない｡母親の抑欝気分は､アタッチメソト感情
を測定しようとする質問紙の結果には反映されに
くく､身体的な接触形態を取るアタッチメソト行
動のほうに敏感に反映されるもののようである｡
上記の論述との関連で､もうひとつ興味深い結
果は､妊娠期と産額期の抑欝気分は､産祷期 (生
後 3日)の乳児と母親との相互作用には影響しな
いことである｡これは､初産で未経験なこの時期
の母親は､気分の如何にかかわらず､乳児との交
流時間の殆どを､乳児が乳首に適切に吸いつくよ
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うにすることや､その他の養育行動に費やしてお
り､他方､乳児と一緒にくつろいだり､愛情表現
的な接触行動をすることが少ないためである｡
つまり､先述したように､この時期の母親行動の
大部分が､母親の抑欝気分によって低下させられ
ることのない養育行動によって占められているた
めなのである｡
次に､抑欝気分の多寡によって違いが現われた
のは､乳児の発声(bothcryornoncry)に対する
母親の伴起的行動である｡つまり､非抑欝的な母
親は､乳児の発声に対し､発声と養育行動で応答
するのに､抑欝的な母親は､乳児の泣きには養育
行動で応答するけれども､泣きではない発声には
声をかけて応答することが少ないのである｡母親
の乳児に対する声かけは､愛情表現的行動ともア
タッチメント行動ともいえる行動の一つであると
いえよう｡そのように考えると､抑欝群の母親の
この発声行動の少なさは､先述した愛情表現的な
接触の少なさと共通した行動であると考えられる｡
抑欝的な母親では､このように愛情表現的な行動
の表出が全般的に困難になることが推測できるの
である｡
子どもとの過去経験は､産前要因としては最も
顕著な効果をもつ要因であった｡つまり､子ども
との過去経験があると､妊娠期､1カ月期､3カ月
期の母親としての適切感､妊娠期における養育感
情､また3カ月期のアタッチメント感情をいずれ
も高めたのである｡Flemingらによれば､子ども
との過去経験は､母親の気分状態に影響する主要
な先行因子であることがすでに見出されている
けれども､ここで得られたデータからも､過去の
専門的な子どもとの経験やベビーシック-経験は､
抑欝気分の軽減に役立つかもしれないことが示唆
される｡Flemingらによれは､それは､おそらく
産後初期の親行動と関連するストレスの効果を変
えてしまうことによるのであろうとされている｡
そして､もし､子どもとの過去経験と妊娠中の気
分が母親の態度と密接な関係を有するなら､妊娠
中の気分を改善したり､子どもとの経験を提供し
たりするよう計画された活動は､母親の態度と応
答性を改善することが可能であろうと論じている｡
我が国では､少子化傾向に伴い未婚女性の子ども
との接触体験が乏しくなっているが､今後､こう
した未婚女性や妊娠の心理的健康を保障するよう
な母子保健援助計画が必要になることが予測される｡
母親行動に対する社会的サポートの重要性につ
いては､いくつかの研究によってすでに指摘され
ている(Belsky,1981;Power&Parke,1984)｡こ
の研究でも､夫との関係が､妊娠期 ･産後期とも
に､母親の養育感情と関係することが知られたの
である｡最初の子どもの誕生に伴って､今までの
夫婦関係という2老関係の中に､非常に養育の手
間がかかる乳児が入り込むことになるが､それは
家族のストレスを増大させることになる(Gross一
maneta1.,1980)0
そのとき､夫との親密な関係が子どもの誕生に
より低下したり(Feldman&Nash,1984)､家 事
の分担が夫婦関係のありかたを決定するのに重要
な役割を果たしているような場合(Belsky,1984)
には､そのストレスはより大きなものとなること
が推測できよう｡
以上のように､経済的に恵まれた母親たちの軽
度の抑欝気分や､その他のいくつかの要因は､乳
児期初期の母性的態度と母親行動を低下させるこ
とが知られたが､幸いにして､そうした影響は16
カ月の時点では母親の行動にも子どもの行動にも
明白な形では現われなかった｡しかし､経済的に
恵まれない家庭､母親の抑欝気分が重度なもの
であるとき､また社会的サポートがネガティヴに
働く場合などでは､そうした影響が長期にわたっ
て持続する可能性は十分に残されている｡先にも
触れたように､これからの母子保健活動や家族福
祉活動では､こうした母親の精神的健康の維持を
どう保障していくのかということがますます重要
な課題となるように思われる｡
(1990.1.27 受理)
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